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　2回目の巻末言執筆依頼が届きました。前任者からは、委員任
期の間に1回まわってくるくらいだと言われ引き継いだ記憶がある
のですが……。さてどうしたものかとネタを考えていたところに、
たまたま、民放連が隔月で発行している機関誌「民放」5月号が
届きました。特集は「すべての人に優しい放送－情報バリアフリー
のために」です。
　バリアフリーと聞くといつも思い出すのが、もう40年前の作品で
すが、NHKで放送されたドラマ「男たちの旅路」シリーズ中の「車
輪の一歩」（1979年放送）です。何度か再放送されているので、
ご覧になったかたも多いと思いますが、誰かの助けなしに車椅子
で外出することが困難な状況が描かれていました。
　ドラマで訴えていたのは設備面のバリアフリー化ではありませ
んでしたが、交通バリアフリー法が施行されたのは、その放送か
ら20年もたった2000年でした。その後、ここ10年ほどでしょうか、
鉄道各社ではエレベーターの設置を進めるなど、駅のバリアフリー
化が急速に進みました。
　実は、放送分野においてもアクセシビリティ向上が強く求めら
れています。テレビ放送はデジタル化により、字幕機能や音声多
チャンネル化など、技術上の環境は進歩しました。しかし、番組
に字幕や解説を付与するには大変な手間がかかります。音声の自
動認識技術も進んでいますが、僅かでも誤認識の可能性があれ
ば放送で使うことはできないため、人手をかけて字幕制作を行っ
ているのが現状です。
　テレビに音声認識機能を搭載する方法もあるかもしれません。
とはいえ、画面上に無秩序に文字が表示されては邪魔になります
し、誤認識があった場合に、それが放送局側の問題と誤解され
ては困ります。直接テレビ画面に表示せず、セカンドスクリーンを
活用する方法も検討されているようです。
　ICT技術の進歩と活用により、人に優しい社会が実現すること
を期待します。

ICTで優しい社会を
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編集後記

　「映像を楽しむ場所と言えばテレビの前」というのは、今は選

択肢の一つです。スマホやタブレットといった様々な端末で、い

つでもどこでも映像を見ることができるようになっています。

　放送局もこの変化に伴い、様々なコンテンツを作成することが

必要となり、その制作環境の効率化に向け、2009年頃から

MCMA（Media Cloud and Microservice Architecture）に関

する動きが始まっています。その誕生の経緯から、スコープと現

状、システムの概要等について今月の特集で解説されています。

ぜひご一読下さい。
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